
学科間
共通専
門分野

　　 国際関係学部国際関係学科 カリキュラム・ロードマップ　【2016年度以降】

ディプロマ・ポリシー：〔国際関係学科：学士（国際関係学）
１．幅広い分野の学修を基礎に、国際関係学を体系的に理解し、専門的知見を有する。
２．国際社会の多様な価値観や考え方を理解し国際的問題を解決する実践力を有する。
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アドミッション・ポリシー：〔国際関係学科〕
1.大学での学修および活動に積極的に取組む意欲と行動力を有する。
2.高校での授業および活動などを通じて、基礎的な学力と基本的な学修態度を身につけている。

3. 国際社会の多様性を理解し問題解決のための実践力を修得する継続的努力ができる。
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学科専門分野
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1.初年次に大学での学修

の基礎を身につけるため
の必修科目を配置し、基
礎から専門へ体系的に学
ぶ。
2.基礎教育分野に，幅広

い知識と教養を修得する
科目を設置する。
3.両学科共通専門分野と
して、（1）「特別教育プログ
ラム」、（2）「言語」科目群
の2つを設置し、両学科の

教育内容の連関性を強化
し、相乗効果を高める。
4.「現場学習プログラム」は、

理論と現場を結びつける
学修の場とする。
5.両学科に共通の専門分

野「ツーリズム」を設置する
ことで、国際関係学科、国
際メディア学科それぞれの
専門科目群の学修を活か
した多様な「観光人材」を
育成する。

〔国際関係学科〕
「戦争と平和」「国際協力」
「現代日本」「国際地域研
究」「ツーリズム」の専門分
野ごとに専門科目を編成し、
履修モデルを設定すること
により国際社会および現
代日本社会について多面
的に学修する。
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学科間
共通専
門分野

　　 国際関係学部国際メディア学科 カリキュラム・ロードマップ 【2016年度以降】

ディプロマ・ポリシー：〔国際メディア学科：学士（国際メディア学）
1．幅広い分野の学修を基礎に、国際メディア学を体系的に理解し、専門的知見を有する。
2．国際社会におけるメディアの役割を理解し情報受発信についての実践力を有する。
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アドミッション・ポリシー：〔国際メディア学科〕
1.大学での学修および活動に積極的に取組む意欲と行動力を有する。
2.高校での授業および活動などを通じて、基礎的な学力と基本的な学修態度を身につけている。
3.国際的なメディアの役割を理解し情報受発信能力の向上のため継続的努力ができる。
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1.初年次に大学での学修

の基礎を身につけるため
の必修科目を配置し、基
礎から専門へ体系的に学
ぶ。
2.基礎教育分野に，幅広

い知識と教養を修得する
科目を設置する。
3.両学科共通専門分野と
して、（1）「特別教育プログ
ラム」、（2）「言語」科目群
の2つを設置し、両学科の

教育内容の連関性を強化
し、相乗効果を高める。
4.「現場学習プログラム」は、

理論と現場を結びつける
学修の場とする。
5.両学科に共通の専門分

野「ツーリズム」を設置する
ことで、国際関係学科、国
際メディア学科それぞれの
専門科目群の学修を活か
した多様な「観光人材」を
育成する。

〔国際メディア学科〕
6.社会におけるメディアの

役割を的確に理解し、国際
的な視野から、発信される
情報の本質ならびに文化
的・思想的背景を読み取る
とともに、自ら世界に向け
て情報を発信する能力を
養うための学修を行うため
「メディア」「ツーリズム」「コ
ミュニケーション」等の専門
科目群を設置します。
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